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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview/ ( 日本語 )

これらのサイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳細が

掲載されています。 日本語サポートサイ ト を表示するには、 上記英語版サイ トから [ サポート ] をク リ ッ ク し、

[Software Support Online] をク リ ッ ク して ください。 サポートサイ トでは、 次を行う こ とができます。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• ソフ ト ウェアパッチを探す

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポート契約を調べる

• 他のお客様とのディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングに登録する
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1

概要

本章では、 次の項目について説明します。

• Ethernet Statistics Group

• Ethernet Statistics Group のレポート機能

• レポートのカスタマイズ方法

• 追加情報の入手先

Ethernet Statistics Group

RFC2821 は、 RMON プローブがコンソールマネージャ と交換する統計情報と機能を定義してい

ます。 Ethernet Statistics Group は、 RFC2821 で定義されているいくつかのデータグループの

1 つです。 Ethernet Statistics Group のデータは、 個々のインタフェースに結合されており、 次

のカウンタによって生成されます。

• ド ロ ップイベン ト

• オクテッ ト

• パケッ ト

• ブロードキャス トパケッ ト

• マルチキャス トパケッ ト

• CRC 配列エラー

• 小さなサイズのパケッ ト

• 大きなサイズのパケッ ト

• フラグメン ト

• ジャバ

• コ リ ジ ョ ン

• 64 オクテッ ト未満のパケッ ト

• 65 ～ 127 オクテッ トのパケッ ト

• 128 ～ 255 オクテッ トのパケッ ト
7



Ethernet Statistics Group
• 256 ～ 511 オクテッ トのパケッ ト

• 512 ～ 1023 オクテッ トのパケッ ト

• 1024 ～ 1518 オクテッ トのパケッ ト

Ethernet Statistics Group の OVPI レポート

RMON Ethernet Statistics Report Pack によ り、 カウンタが収集している内容を簡単に確認す

るこ とができます。 さ らに、 実際のサンプルデータを調べるこ とができるほか、 当日と前日の結

果を比較するこ とで容易に傾向を評価するこ とができます。 次のレポートが提供されています。

1 ブロードキャス ト / マルチキャス トパケッ トの履歴分析

2 ブロードキャス ト / マルチキャス トパケッ トの準リ アルタイム分析

3 パケッ トサイズの履歴分布 

4 パケッ トサイズの準リ アルタイム分布

5 履歴エラー

6 準リ アルタイムエラー

7 ド ロ ップイベン ト

8 インベン ト リ レポート  

履歴レポートによ り、 前日のパフォーマンスを詳細に調べるこ とができるほか、 前日のパフォー
マンス とそれ以前の 31 日間のパフォーマンスを比較するこ とができます。 準リ アルタイムレ

ポートは、 過去 12 時間のパフォーマンスを詳細に調べます。 準リ アルタイムレポートに見られ

るカウン ト と割合 ( パーセン ト ) は、 ほんの数分前に行われた最新のポーリ ングによって取り出

されたデータを計算に入れています。 

ネッ ト ワーク ノードマネージャ (NNM) と OVPI サーバーが統合されている場合、 NNM から

[Report Launchpad] ウ ィ ンド ウを使用して、 RMON Ethernet Statistics のレポートにアクセ

スするこ とができます。 オプシ ョ ンのしきい値サブパッケージ (RMON Ethernet Statistics に

付属 ) をインス トールしている場合、 OVPI が検出したしきい値超過は NNM アラームブラウ

ザにアラームと して表示されます。 しきい値サブパッケージは、 アクシ ョ ンを起こしてしきい

値条件に対応します。 デフォルトのアクシ ョ ンでは、 NNM にしきい値ト ラ ップを送信しま

す。

バージ ョ ン履歴

次の表に、 RMON Ethernet Statistics に対する最近の拡張機能の詳細を示します。

バージ ョ ン RNS バージョ ンと日付 機能 / 拡張機能

1.0 RNS 3.0 - 2003 年 5 月 8 つのレポート、 Sybase サポート

2.0 RNS 4.0 - 2003 年 10 月 OVPI オブジェク トマネージャのサポート
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第 1 章
レポートのカスタマイズ方法

グループフ ィルターの適用、 パラ メータや表、 グラフの編集、 カスタムプロパティデータ ( カス
タマや場所 ) のインポート など、 このパッケージ内のレポート をカスタマイズするこ とができま
す。 サービスプロバイダなど、 カスタマとレポート を共有する必要のある組織は、 グループフ ィ
ルターを使用してカスタマ固有のレポート を作成します。 パラ メータ、 表、 およびグラフの編集
は、 一時的な変更と して誰でも行う こ とができます。

グループフ ィルター

レポート をカスタマと共有する場合は、 カスタマ固有のレポート を作成する必要があ り ます。 カ
スタマ固有のレポート を作成するには、 次の手順を行います。

• Common Property Tables を使用して、 カスタムプロパティ情報 ( カスタマ名とデバイスの

場所 ) をインポートする

• 特定のカスタマに関連のあるユーザー全員のためのグループアカウン ト を作成する

• そのグループアカウン ト用のグループフ ィルターを作成する

グループアカウン ト用フ ィルターの作成の詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照し

て ください。 

パラメータの編集

パラ メータを編集する場合は、 制約を適用します。 制約を適用して、 レポートに不要なデータを

取り除きます。 たとえば、 [ カスタマ名 ] のパラ メータを編集する と、 [ カスタマ名 ] フ ィールド

に入力したカスタマ以外のすべてのカスタマのデータが消去されます。 

一度に複数の制約を適用するこ とができます。 RMON Ethernet Statistics では、 次のパラ メー

タがサポート されています。

• Customer Name

• Device

• Interface

• Protocol

• Location

リ モートでレポート を表示している場合は (Web アクセスサーバーを使用 )、 レポートの右下に

ある [ パラ メータの編集 ] アイコンをク リ ッ ク して制約を適用します。 [ パラ メータの編集 ] ウ ィ

ンド ウが開いたら、 フ ィールドに制約を入力し、 [ 送信 ] をク リ ッ ク します。

3.0 RNS 5.0 - 2004 年 4 月 OVPI 5.0 のサポート 、 Oracle のサポート

3.0 RNS 6.0 - 2004 年 8 月 アップグレードパッケージ (3.0)

3.0 RNS 7.0 - 2004 年 11 月 変更なし

バージ ョ ン RNS バージョ ンと日付 機能 / 拡張機能
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追加情報の入手先
レポート ビューアを使っている場合には、 メニューバーから [ 編集 ]>[ パラメータ値 ] を選択しま

す。 [ パラ メータ値の変更 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ 現在の値 ] をク リ ッ ク します。 新しい値を

入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

テーブルとグラフ

制約の適用に加えて、 レポート内の個々のテーブルとグラフを変更できます。 これを行うには、

[Edit Table] アイコンと [ グラフの編集 ] アイコンをク リ ッ ク します。 レポート ビューアアプ リ

ケーシ ョ ンを使用している場合は、 オブジェク ト を右ク リ ッ ク して ください。 テーブルとグラ
フのビューオプシ ョ ンの詳細は、 第 6 章 「テーブルとグラフの編集」 を参照して ください。

カスタムプロパティ情報

インタフェースに関連するすべてのプロパティ情報 ( インタフェースの速度、 カスタマ、 場所、

デバイス名、 および UtilThreshold) は、 Interface Reporting Report Pack から継承されます。 
使用率のしきい値を変更したい場合は、 ユーザー自身で作成するプロパティ インポート ファ イル
を OVPI に読み込ませるか、 あるいは Interface Reporting に付属の Change Protocol Defaults
フォームを使用します。 詳細は、 第 3 章 「しきい値の変更」 を参照して ください。

追加情報の入手先

RMON Ethernet Statistics に付属するデモパッケージには、 パッケージ内の各レポートのサン

プルが含まれています。 デモパッケージが利用可能で、 完全なレポートの表示内容を見たい場
合、 デモパッケージをインス トールして ください。 デモレポートは対話形式で、 選択テーブルは

グラフにリ ンク されているため、 パラ メータやビューのオプシ ョ ンを体験するこ とができます。 

このパッケージの最近の拡張機能および既知の問題の詳細については、 以下を参照して くださ
い。

• 『RMON Ethernet Statistics Report Pack 3.0 Release Statement』 ( 英語 )

本マニュアルに関連する ドキュ メン トには次のものがあ り ます。

• 『Interface Reporting Report Pack ユーザーガイ ド』

• 『Common Property Tables 3.5 ユーザーガイ ド』

中心となる製品である OVPI のマニュアルと、 OVPI 上で動作するレポート機能についてのマ

ニュアルは、 次の Web サイ トからダウンロードできます。

http://www.hp.com/managementsoftware ( 英語 )

[Support]>[ 製品マニュアル ( 英語 )] を選択する と、 「Product Manuals Search」 ページ ( 英語 ) が表

示されます。 OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示され

ます。 また、 レポート機能、 NNM SPI、 および NNM 関連のマニュアルは、 [Reporting and 
Network Solutions] を選択する と表示されます。

日本語のマニュアルは以下の URL から も入手できます。
http://www.jpn.hp.com/doc/manual/openview/index.html
10



第 1 章
[Reporting and Network Solutions] の下の項目には、 発行年月が示されています。 マニュアルが改

訂されて新しいものが公開される と、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号が変わらない場合でも、 発
行年月は変わり ます。 改訂したマニュアルは定期的に公開されるため、 このサイ ト を見て更新さ
れていないかを確認して、 最新版でない可能性のある古い PDF を参照するのは避けてください。
11



追加情報の入手先
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2

パッケージのインストール

本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なインス トールのためのガイ ド ラ イン 

• RMON Ethernet Statistics 3.0 のインス トール

• 配布されたレポートへのアクセス

• パッケージの削除

円滑なインストールのためのガイドライン

RMON Ethernet Statistics Datapipe をインス トールする と、 OVPI は RMON MIB をポーリ ン

グするよ うに設定されます。 RMON Ethernet Statistics Report Pack をインス トールする と、

OVPI はデータパイプによって収集されたデータを処理し、 傾向分析を生成し、 その分析結果を

一連のレポートで表示するよ うに設定されます。 

RNS 7.0 CD には、 NNM 用のパッケージおよび OVPI 用のレポートパッ クが含まれています。 
OVPI レポートパッ クのインス トールを選択する と、 CD 上のインス トールスク リプ トは CD か

らすべての OVPI パッケージを抽出し、 それをシステムの Packages ディレク ト リにコピーしま

す。 抽出と コピーの処理が終わる と、 インス トールスク リプ トは、 Performance Insight を起動

してパッケージマネージャを開始するよ う、 プロンプ ト を表示します。 パッケージマネージャを
起動する前に、 次のガイ ド ラインを再確認して ください。

ソフ トウェアの前提条件

RMON Ethernet Statistics Reporting のバージ ョ ン 3.0 には、 中心となる製品の前提条件と

パッケージレベルの前提条件の両方があ り ます。 中心となる製品の前提条件は以下のとおりで

す。

• OVPI 5.0

• OVPI 5.0 に提供されているすべてのサービスパッ ク

サービスパッ クの リ リース ノートには、 インス トールの指示を含め、 各サービスパッ クについて
の情報が記載されています。 パッケージレベルの前提条件は以下のとおりです。

• Common Property Tables 3.0 以降
13



円滑なインストールのためのガイ ドライン
• Interface Reporting 4.0 以降

• Interface Discovery Datapipe 2.0 以降

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.0 以降

Common Property Tables のアップグレード

Common Property Tables 2.2 をお使いの場合は、 Common Property Tables 3.0 にアップグレー

ド して ください。 Common Property Tables 3.0 をお使いの場合は、 バージ ョ ン 3.5 にアップグ

レードするこ と もできます。 Common Property Tables のアップグレードパッケージのインス

トールは、 他のアップグレードパッケージのインス トールと同じですが、 Common Property 
Tables のアップグレードパッケージをインス トールする時、 他のパッケージを同時にインス

トールできません。 Common Property Tables のアップグレードパッケージのみインス トールし

て ください。

RMON Ethernet Statistics 3.0 へのアップグレード

現在 RMON Ethernet Statistics の古いバージ ョ ンを使用している場合は、 「to_3.0」 アップグ

レードパッケージをインス トールして、 バージ ョ ン 3.0 にアップグレードするこ とができます。 
データパイプはアップグレードできないため、 新しいデータパイプをインス トールする前に既存
のデータパイプを削除する必要があ り ます。 作業の推奨手順を以下に示します。

1 パッケージマネージャを起動して、 RMON_EthernetStatistics_Datapipe_2.0 を削除しま

す。

2 Package Manger を終了します。

3 パッケージマネージャを起動して、 UPGRADE_RMON_EthernetStatistics_to_3.0 をイン

ス トールします ( 単独でインス トールし、 他のパッケージと一緒にインス トールしないでく

ださい )。

4 パッケージマネージャを終了します。

5 パッケージマネージャを起動して、 RMON_EthernetStatistics_Datapipe_3.0 をインス トー

ルします。

6 パッケージマネージャを終了します。

分散環境での本パッケージの実行

RMON Ethernet Statistics を複数のサーバー上で分散システムと して実行する場合は、 中央

サーバー、 すべてのサテライ トサーバー、 およびすべてのリモートポーラーが OVPI 5.0 と、

OVPI 5.0 に提供されているすべてのサービスパッ クを実行している必要があ り ます。 中央サー

バーに RMON Ethernet Statistics をインス トールする と、 レポート を配布します。 パッケージ

のインス トールが終了したら、 サテライ トサーバーデータベース との接続を設定し、 trendcopy
の pull コマンドを設定する必要があ り ます。 詳細は、 第 4 章 「分散システム」 を参照して くだ

さい。
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第 2 章
RMON Ethernet Statistics 3.0 のインストール 

RMON Ethernet Statistics 3.0 をインス トールするには、 次の作業を行います。

• タスク 1: OVPI Timer を停止し、 RNS CD からパッケージを抽出する

• タスク 2: 必要なら、 Common Property Tables をアップグレードする

• タスク 3: 次のパッケージをインス トールする

— RMON_EthernetStatistics 3.0

— RMON_EthernetStatistics_Thresholds.ap ( オプシ ョ ン )

— RMON_EthernetStatistics Datapipe 3.0

• タスク 4: OVPI Timer を再起動する

タスク  1: OVPI Timer を停止し、 RNS 7.0 CD からパッケージを抽出する

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows の場合は次の手順を実行します。

a [ コン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop
— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 RNS 7.0 CD を挿入します。 Windows では、 [ メ イン メニュー ] が自動的に表示されます。 
UNIX では、 CD が自動的にマウン ト される場合と されない場合があ り ます。 自動的にマウ

ン ト されない場合は、 CD の最上位ディ レク ト リに移動して、 ./setup コマンドを実行しま

す。 

4 選択フ ィールドに 1 を入力し、 [Enter] を押す。 インス トールスク リプ トが進捗バーを表示し

ます。 コピーが終了する と、 インス トールスク リプ トはパッケージマネージャを開始しま
す。 パッケージマネージャのインス トールウ ィザードが開きます。

Packages ディ レク ト リへのコピーが終了する と、 Packages ディレク ト リに移動して結果を確認

するこ とができます。 Packages ディ レク ト リには、 RMON Ethernet Statistics 用および

RMON_EthernetStatistics Datapipe 用に個別のフォルダーが含まれています。 RMON 
Ethernet Statistics には、 次のフォルダーがあ り ます。

• RMON_EthernetStatistics.ap

• RMON_EthernetStatistics_Demo.ap

• RMON_EthernetStatistics_Thresholds.ap

• UPGRADE_EthernetStatitiscs_to_3.0.ap

RMON_EthernetStatistics Datapipe には、 次のフォルダーがあ り ます。
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RMON Ethernet Statistics 3.0 のインストール
• RMON_EthernetStatistics Datapipe.ap

タスク  2: Upgrade Common Property Tables

RMON Ethernet Statistics 3.0 では、 Common Property Tables 3.0 以降が必要です。 ご使用の

Common Property Tables がアップグレード されていない場合は、 こ こでアップグレード しま

す。 Common Property Tables のアップグレードをインス トールする際には、 他のパッケージを

同時にインス トールしないでください。 Common Property Tables のアップグレードのみインス

トールして ください。 インス トールが終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に
戻り ます。 アップグレードにヘルプが必要であれば、 『Common Property Tables 3.5 ユーザーガ

イ ド』 を参照して ください。 

タスク  3: RMON Ethernet Statistics 3.0 とデータパイプのインストール

1 [ 管理コンソール ] から [ ツール ]、 [ パッケージマネージャ ] の順に選択します。 パッケージマ

ネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ を承認するか、

必要であれば別のディレク ト リ を選択します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルト を受け入れ、 アプリ ケーシ ョ ンサーバー名とポートのデフォルト を受け入れま
す。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

RMON_EthernetStatistics

RMON_EthernetStatistics_Thresholds ( オプシ ョ ン )

RMON_EthernetStatistics_Datapipe

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィ ンド ウが開くので、 デフォルト を受け入れま

す。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開きます。 イン

ス トールが完了する と、 インス トール完了メ ッセージが表示されます。

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。 

タスク  4: OVPI Timer を再起動する

Windows の場合は次の手順を実行します。

a [ コン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 開始 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start
— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
16



第 2 章
配布されたレポートへのアクセス

このレポートパッ クのインス トール時に、 [ レポートの配布 ] オプシ ョ ンを有効にしました。 そ

のため、 このパッケージのレポート ( およびこのパッケージに付属のフォーム ) は、 OVPI アプ

リ ケーシ ョ ンサーバーに配布されています。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバー上にあるレポート

は、 次の 2 つの方法で表示できます。

• OVPI ク ラ イアン ト

• Web ブラウザ

ユーザーのシステムにク ライアン ト コンポーネン トがインス トールされていれば、 ユーザー
は [ レポート ビューア ]、 [ レポート ビルダ ]、 および [ 管理コンソール ] にアクセスできます。 
システムにク ライアン トがインス トールされていない場合、 レポートにアクセスするには
Web ブラウザを使用する必要があ り ます。 OVPI ク ラ イアン トの基本については、

『Performance Insight インス トールガイ ド』 を参照して ください。 [ オブジェク ト / プロパ

ティの管理 ] ビューを使用して特定のオブジェク トに関連するレポート とフォームを起動する

方法など、 [ 管理コンソール ] の詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して くだ

さい。

パッケージの削除

RMON Ethernet Statistics 3.0 および RMON Ethernet Statistics Datapipe をアンインス トー

ルするには、 次の手順に従います。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows の場合は次の手順を実行します。

a [ コン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop
— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

7 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

RMON_EthernetStatistics

RMON_EthernetStatistics_Thresholds ( インス トールされている場合 ) 
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パッケージの削除
RMON_EthernetStatistics_Demo  ( インス トールされている場合 )

RMON_EthernetStatistics_Datapipe

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。 [ 進捗状況 ] ウ ィンド ウが開きます。 削除が完了する

と、 削除完了メ ッセージが表示されます。 

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

11 OVPI Timer を再起動します。

Windows の場合は次の手順を実行します。

a [ コン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 開始 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start
— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
18



3

しきい値の変更

RMON Ethernet Statistics 3.0 をインス トールしてレポート を配布する際には、 Change 
Threshold フォームとい う フォームも配布します。 このフォームによ り、 オブジェク トに関連す

るタスクを実行できます。 オブジェク ト とは、 デバイス とそのインタフェースすべて、 あるいは

個々のインタフェースです。 

[ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ウ ィ ンド ウの [ オブジェク ト固有のタスク ] に Change 
Threshold フォームが一覧表示されます。 このフォームは ( 他のフォームと と もに )、 RMON プ

ローブが動作するデバイスまたはインタフェースを選択する といつでも [ オブジェク ト固有のタス

ク ] に一覧表示されます。

Change Threshold フォームを使用する と、 ブロードキャス ト / マルチキャス ト しきい値を簡単

に変更するこ とができます。 よ り難しいしきい値の変更方法は、 新しいしきい値を含んだファ イ

ルを作成し、 次に OVPI にそのファイルをインポート させてプロパティテーブルを更新する とい

う方法です。 

プロパティデータをファイルに記入

インポート ファ イルは、 「最初から作成する」、 「必要な属性を専用の準備データベースからエク
スポートする」、 あるいは 「OVPI によって特定のプロパティデータを自動的に収集し、 その収

集したデータをエクスポートする」 こ とによって作成するこ とができます。 プロパティ インポー

ト ファ イルを最初から作成するこ とは簡単ではないため、 次の手順をお勧めします。

1 システムが自動的にシステム上のデバイスを検出できるよ うにします。 

2 次のコマンドを入力して、 OVPI から既存のプロパティデータをエクスポート します。

trend_proc -f RMON_EtherStats_exportdata.pro 

3 修正するプロパティ ファ イルの元と してこの結果を使用します。 

4 修正したファイルを正しいディ レク ト リ (OVPI が探しに行く場所 ) に保存し、 次のコマンド

を入力してこのファ イルをインポート します。

trend_proc -f RMON_EtherStats_importdata.pro 

このコマンドを使用しない場合、 OVPI は午前 4 時にファ イルをインポート します。 この時刻

は、 毎日の集計、 毎月の集計、 および予測集計が開始される前になり ます。 デフォルト を変更し

ない場合、 インポート コマンドは次のディ レク ト リからデータをインポート し、 エクスポート コ
マンドは次のディ レク ト リにデータをエクスポート します。
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Change Threshold フォームの使用
$DPIPE_HOME/data/PropertyData

次の表では、 プロパティ インポート ファ イルのフォーマッ トについて説明します。 ユーザー自身

でこのファイルを作成している場合は、 ファ イルがこのフォーマッ トに準拠しているこ とを確認
して ください。 属性の順序 ( 左から右 ) は、 この表の属性の順序 ( 上から下 ) に従う必要があ り ま

す。 また各属性はスペース ( 空白 ) ではなく タブで区切る必要があ り ます。 (OVPI から このファ

イルをエクスポートする場合は、 フォーマッ トは正し く設定されているのでチェッ クする必要は
あ り ません。 )

Change Threshold フォームの使用

ブロードキャス ト / マルチキャス ト しきい値のデフォルト値は 50% です。 次の手順に従って

Change Threshold フォームを開き、 ブロードキャス ト / マルチキャス ト しきい値を修正します。

1 [ 管理コンソール ] を開きます。

2 [ オブジェク ト ] アイコンをク リ ッ ク します。

3 更新したいインタフェースに移動して選択するか、 デバイス上のすべてのインタフェースの
しきい値を更新したい場合は、 デバイスに移動してそのデバイスを選択します。

4 Change Bcast-Mcast Threshold フォームが、 他の変更フォームと と もに [Object Specific 
Tasks] の下に表示されます。

5 Change Bcast-Mcast Threshold フォームをダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

6 必要に応じてしきい値を更新します。

7 [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を保存し、 次に [OK] をク リ ッ ク して変更を保存しフォームを終

了します。 変更を保存しない場合は、 [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。 

属性 タイプ デフォルト 説明

Node name char_string,64 N/A デバイス名

Interface name char_string,188 N/A インタフェース名

BcastMcastThreshold integer 50 ブロードキャス ト / マルチ

キャス ト しきい値。 ブロード

キャス ト タイプまたはマルチ
キャス ト タイプの ト ラフ ィ ッ
クの割合
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第 3 章
NNM にト ラ ップを送信するための条件

RMON Ethernet Statistics 3.0 に付属のしきい値サブパッケージは、 次の 2 つの条件が同時に

生じた場合に NNM サーバーにしきい値ト ラ ップを送信します。

• ブロードキャス ト / マルチキャス ト しきい値を超過している

• 使用率のしきい値を超過している
21



NNM にト ラ ップを送信するための条件
使用率のしきい値は、 Interface Reporting Report Pack から継承したものです。 このしきい値を

修正するには、 以下に示す Change Protocol Defaults フォームを使用します。 このフォームと

Interface Reporting にバンドルされているその他のフォームの詳細については、 『Interface 
Reporting Report Pack ユーザーガイ ド』 を参照して ください。
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4

分散システム

本章では、 次の項目について説明します。

• 適切なパッケージのインス トール

• 中央サーバーの設定

• サテライ トサーバーの設定

• システムクロ ッ ク

適切なパッケージのインストール

分散システムで RMON Ethernet Statistics パッケージを実行する場合は、 システム内のすべて

のサーバーを設定する必要があ り ます。 この作業を始める前に、 サーバーで正しいパッケージが

実行されているこ とを確認します。

通常は、 中央サーバーではポーリ ングは行いません。 システムの中央サーバーでポーリ ングを行

うには、 サテライ トサーバーだけでなく中央サーバーにも RMON_EthernetStatistics Datapipe
をインス トールする必要があ り ます。

中央サーバー 各サテライ トサーバー

RMON_EthernetStatistics 3.0 RMON_EthernetStatistics 3.0

Common Property Tables 3.0 以降 Common Property Tables 3.0 以降

Interface Reporting 4.0 以降 Interface Reporting 4.0 以降

Interface Discovery Datapipe 2.0 Interface Discovery Datapipe 2.0

IR ifEntry Datapipe 2.0 IR ifEntry Datapipe 2.0

RMON EthernetStatistics Datapipe 3.0

RMON_EthernetStatistics_Thresholds

Thresholds Module 5.0
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中央サーバーの設定
中央サーバーの設定

中央サーバーを設定するには、 次の手順を実行します。

• タスク 1: サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ ト アップする

• タスク 2: 中央サーバーでの 1 時間ごとの処理を無効にする

• タスク 3: 1 時間ごとのデータに対する trendcopy の pull コマンドを設定する

• タスク 4: 割合データに対する trendcopy の pull コマンドを設定する ( オプシ ョ ン )

タスク  1: サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ トアップする

1 [ 管理コンソール ] を起動します。

2 左下の [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ペインが開

きます。

3 [ データベース ] フォルダーを右ク リ ッ ク します。 プロンプ トが出たら [ データベースの追加 ]
を選択します。 [ データベースの追加ウ ィザード ] が開きます。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

5 追加するデータベースのホス ト名とポート番号を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

6 [ 概要ページ ] を確認します。 手順 4 と 5 を繰り返してデータベースを追加して ください。

7 データベースの追加が終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

タスク  2: 中央サーバーでの 1 時間ごとの処理を無効にする

1 次のファイルを開いて、 1 時間ごとの処理ファイルを無効します。

$DPIPE_HOME/scripts/EtherStats_Hourly_Process.pro

2 begin および end という語句の前にコ メン ト記号 ("#") を追加して、 ブロ ッ ク 1 をコ メン ト

アウ ト します。 

タスク  3: 1 時間ごとのデータに対する trendcopy の pull コマンドを設定する

1 次のファイルを開いて、 各サテライ トサーバーの trendcopy の pull コマンドを設定します。

$DPIPE_HOME/scripts/EtherStats_Hourly_Process.pro

2 ブロ ッ ク 2 を次のよ うに修正します。

• begin および end という語句の前の "#" を削除します。

• SATELLITE_SERVER_1_DATABASE をサテライ トサーバー名に変更します。

• THIS_MACHINE_DATABASE を中央サーバー名に変更します。

3 複数のサテライ トサーバーがある場合は、 各サテライ トサーバーにブロ ッ ク 2 のコピーを作

成し、 ブロ ッ ク 2 の各コピーに手順 2 を繰り返します。
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タスク  4: 割合データに対する trendcopy の pull コマンドを設定する ( オプシ ョ ン )

中央サーバーで準リアルタイムレポート を表示する場合は、 各サテライ トサーバーから中央サー
バーに割合データをコピーする必要があ り ます。 これを行うには、 中央サーバーから各サテライ

トサーバーに対して trendcopy の pull コマンドを設定する必要があ り ます。 

1 次のファイルを開きます。

$DPIPE_HOME/scripts/EtherStats_Hourly_Process.pro

2 ブロ ッ ク 3 を次のよ うに修正します。

• begin および end という語句の前の "#" を削除します。

• SATELLITE_SERVER_1_DATABASE をサテライ トサーバー名に変更します。

• THIS_MACHINE_DATABASE を中央サーバー名に変更します。

3 複数のサテライ トサーバーがある場合は、 各サテライ トサーバーにブロ ッ ク 3 のコピーを作

成し、 ブロ ッ ク 3 の各コピーに手順 2 を繰り返します。

サテライ トサーバーの設定

次の手順に沿って、 サテライ トサーバーを設定します。

1 $DPIPE_HOME/lib/trendtimer.sched ファ イルの EtherStats_DMF_Process.pro を参照

している行をコ メン ト アウ ト して、 日次の集約をオフにします。

2 $DPIPE_HOME/lib/trendtimer.sched ファ イルの EtherStats_Hourly_Process.pro の

trendtimer の行を変更します。 デフォルトでは、 このプロセスは正時 40 分過ぎに開始しま

す。 中央サーバーが 1 時間ごとの要約処理を始める前に、 サテライ トサーバーが 1 時間ごと

の要約処理を完了するよ うにします。 このため、 開始時間を 1:00+40 から 1:00+25 に変更し

ます。

3 各インタフェースが必ず 1 つのサテライ トサーバーのみによってポーリ ングされるよ うに、

RMON Ethernet Statistics Datapipe のポーリ ングポ リシーを設定します。

システムクロック

各サテライ トサーバーのシステムク ロ ッ クが中央サーバーのシステムク ロ ッ ク と同期しているこ
とを確認します。 この手順は非常に重要です。 分散環境では、 独立した複数のマシンすべてで、
リ ンク されたプロセスを正確な順序で実行しなければなり ません。

サテライ トサーバーから割合データを取り出すと、 サテライ トサーバーと中央
サーバーとの間の ト ラフ ィ ッ ク量が増加する、 中央サーバーの処理負荷が増加
する という 2 つの副作用があ り ます。
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デモパッケージのレポート

この章では以下について説明します。

• 各レポート内容の概要 ( 全部で 8 つのレポート )

• 画面キャプチャ

画面キャプチャはデモパッケージから提供されます。

1. ブロードキャス ト + マルチキャストパケッ トの履歴分析

• 前日のインタフェースあた りのパケッ ト量

• 前日のマルチキャス ト ト ラフ ィ ッ クに対するブロードキャス ト ト ラフ ィ ッ クの割合

• 2 日間のマルチキャス ト、 ブロードキャス ト 、 およびユニキャス トのパケッ ト数 (1 時間ご

と )

• 過去 31 日間のマルチキャス ト、 ブロードキャス ト 、 およびユニキャス トのパケッ ト数 (1 日

ごと )

• 過去 31 日間のマルチキャス ト とブロードキャス トのパケッ ト分布

• 過去 31 日間のインタフェースの利用率

2. ブロードキャス ト + マルチキャストパケッ トの準リアルタイム分析 ( 図はありません )

• 過去 12 時間のインタフェースあた りのパケッ ト量

• 過去 12 時間のマルチキャス ト ト ラフ ィ ッ クに対するブロードキャス ト ト ラフ ィ ッ クの割合

• 過去 12 時間のマルチキャス ト、 ブロードキャス ト 、 およびユニキャス トのパケッ ト数

• 過去 12 時間のインタフェースの利用率

3. パケッ トサイズの履歴分布

• 前日の全パケッ ト数

• エラーを含んだ前日のパケッ トの割合 ( パーセン ト )

• 前日のオクテッ ト

• 前日の LAN セグメン トの使用率

• 過去 2 日間のパケッ トサイズの分布 (1 時間ごと )
27



• 過去 31 日間のパケッ トサイズの分布 (1 日ごと )

• 過去 31 日間のブロードキャス ト とマルチキャス トのパケッ トの割合 ( パーセン ト )

• 過去 31 日間のインタフェースの使用率

4. パケッ トサイズの準リアルタイム分布

• 過去 12 時間の全パケッ ト数

• エラーを含んだ過去 12 時間のパケッ トの割合 ( パーセン ト )

• 過去 12 時間のオクテッ ト

• 過去 12 時間の使用率

• 過去 12 時間のパケッ トサイズの分布

• 過去 12 時間のブロードキャス ト とマルチキャス トのパケッ トの割合 ( パーセン ト )

• 過去 12 時間のインタフェースの使用率

5. 履歴エラーレポート

• 前日のインタフェースあた りのパケッ ト量

• エラーを含んだ前日のパケッ トの割合 ( パーセン ト )

• 以下のエラーを含んだパッケージの割合 ( パーセン ト )

— フラグメン トエラー

— CRCAlign エラー

— 過小サイズエラー

— 過大サイズエラー

— ジャバエラー

• 過去 2 日間のエラー件数 (1 時間ごと )

• 過去 31 日間のエラー件数 (1 日ごと )

• 過去 31 日間のコ リ ジ ョ ン

• 過去 31 日間のプローブのド ロ ップイベン ト

6. 準リアルタイムエラーレポート

• 過去 12 時間のインタフェースあた りのパケッ ト量

• エラーを含んだ過去 12 時間のパケッ トの割合 ( パーセン ト )

• 以下のエラーを含んだパッケージの割合 ( パーセン ト )

— フラグメン トエラー

— CRCAlign エラー

— 過小サイズエラー

— 過大サイズエラー

— ジャバエラー
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• 過去 12 時間のエラー件数

• 過去 12 時間のコ リ ジ ョ ン

• 過去 12 日間のプローブのド ロ ップイベン ト

7. ドロップイベン トのレポート

• カスタマ選択一覧

• 選択したカスタマに関連付けられているデバイスの一覧

• 前日のデバイスあた りのド ロ ップイベン ト

• 前日のインタフェースあた りのド ロ ップイベン ト

8. インベン ト リレポート

• カスタマ選択一覧

• 選択したカスタマに関連付けられているデバイスの一覧

• 選択したデバイスに関連付けられているインタフェースの一覧
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6

テーブルとグラフの編集

テーブルやグラフは複数の方法で表示するこ とができます。 通常はデフォルトのビューで十分で
すが、 別のビューに変更するのは簡単です。 

レポート ビューアアプリ ケーシ ョ ンを使っている場合には、 オブジェク ト を右ク リ ッ クする と、
ビューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。 Web アクセスサーバーを使用してレポート を表示して

いる場合は、 次の手順に従います。

1 リ ンクバーの [ 設定 ] をク リ ッ ク します。

2 ナビゲーシ ョ ンフレームの [ レポート ] を展開します。

3 [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

4 [ 要素編集の許可 ] ボッ クスを選択します。

5 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

6 テーブルまたはグラフの横の ([ 編集 ] アイコン ) をク リ ッ ク します。 

テーブルのビューオプシ ョ ン

テーブルを右ク リ ッ クする と、 あるいは、 Web アクセスサーバー使用時に [Edit Table] アイコン

を選択する と、 テーブルビュー オプシ ョ ンの一覧が開きます。

相対時間範囲 ( 現在からの ) を変更したり絶対時間範囲を設定するには、 [ 期間の設定 ] を選択し

て ください。 [ 期間の設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

テーブルに表示する対象の期間を、 たとえば 42 日から 30 日や 7 日に、 短縮するこ とができま

す。 過去のある日から昨日以前の日までの具体的な期間を指定したい場合には、 [ 絶対時間の使

用 ] をク リ ッ ク し、 [ 開始時刻 ] と [ 終了時刻 ] を選択します。
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制約を緩くあるいは厳し く して、 制約を満たす要素の数を増やした り減らした りするには、 [ 制
約値の変更 ] を選択して ください。 [ 制約値の変更 ] ウ ィンド ウが開きます。 制約を緩くするには

値を小さ く、 制約を厳し くするには値を大き く設定します。

[ ノード / インタフェースの選択 ] を選択する と、 テーブルの対象を特定のノードや、 特定のインタ

フェース、 ノードやインタフェースの特定のグループに制限して、 テーブルのスコープを変更す
るこ とができます。 [ ノードの選択タイプを選択します ] ウ ィンド ウが開きます。

[ 最大行数の変更 ] を選択する と、 テーブルに表示する行数を増やしたり減らした りするこ とがで

きます。 デフォルトは 50 行です。 デフォルト よ り大きい値を指定する と、 テーブルを開くのに

かかる時間が長くなる可能性があ り ます。 大規模なネッ ト ワークの場合には、 デフォルト値を使
う とテーブルが最も速く開きます。 

[ 新規フレームで表示 ] を選択する と、 次の図のよ うに、 テーブルが [ テーブルビューア ] ウ ィンド

ウ内に開きます。 必要に応じてウ ィンド ウのサイズを調整し、 テーブル内のデータを読みやすく
して ください。 
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グラフのビューオプシ ョ ン

グラフを右ク リ ッ クする と、 あるいは、 Web アクセスサーバー使用時に [ グラフの編集 ] アイコ

ンを選択する と、 次のよ う なビューオプシ ョ ンの一覧が開きます。 

次の表では、 各オプシ ョ ンの詳細について説明します。

オプシ ョ ン 機能

[ 期間の設定 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ 制約値の変更 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ ノード / インタフェースの選

択 ]
上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ 表示データ ] グラフ上のそれぞれの点について、 データを
スプレッ ドシートに表示する

[ グ リ ッ ド ] 次のグ リ ッ ド線をグラフに追加する

X 軸のグ リ ッ ド線

Y 軸のグ リ ッ ド線

X 軸および Y 軸のグ リ ッ ド線

[ 凡例 ] レジェンド ( 凡例 ) を削除または移動する  

[ スタイル ] 下記の図を参照

[ 最大行数の変更 ...] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ データテーブルの表示 ] 下記を参照
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グラフのビューオプシ ョ ン
スタイルオプシ ョ ン

[ スタイル ] を選択する と、 グラフの 7 つのビューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。

[ スタイル ]>[ 面グラフ ]

線グラフや棒グラフを面グラフに変更します。 このフォーマッ トでは、 相対値や合計値は見やす
くな り ますが、 小さなデータ型の絶対値は見にくい場合があ り ます。 色の帯の任意の場所をク
リ ッ クする と、 その場所の正確な値が表示されます。

[ 要素を CSV と してエクス

ポート ...]
上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

[ 新規フレームで表示 ] [ グラフビューア ] ウ ィンド ウにグラフを開く

[ グラフの印刷 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能と同じ

オプシ ョ ン 機能
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グラフの期間を短くするには、 [Shift] ＋ [Alt] キーを押し、 マウスの左ボタンで注目したい期間

をハイライ ト します。 マウスボタンを離すと、 選択した期間が表示されます。

[ スタイル ]>[ 積み上げ面グラフ ]

面グラフや線グラフを積み上げ面グラフに変更します。 このビューは、 少数の変数を表示するの
に適しています。

[ スタイル ]>[ 棒グラフ ]

グラフを棒グラフに変更します。 このビューは、 少数の変数の比較的等しい値を表示するのに適
しています。 次のグラフには 3 つの変数が表示されています。
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[ スタイル ]>[ 積み上げ棒グラフ ]

線グラフや面グラフを積み上げ棒グラフに変更します。 フレームの幅を広げる と、 時間の目盛り
は 1 時間単位になり ます。 フレームの高さを広げる と、 呼び出しボ リ ュームが 10 単位で表示さ
れます。

[ スタイル ]>[ 折れ線グラフ ]

面グラフの色の帯を線に変更します。 フレームの幅を調整する と、 データポイン ト を時間単位に
するこ とができ、 フレームの高さを調整する と、 呼び出しボ リ ュームを整数にするこ とができま
す。
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[ スタイル ]>[ 円グラフ ]

面グラフを円グラフに変更します。 面グラフの帯が円グラフの 1 つの区切りにな り、 円グラフ全

体が 24 時間を表すよ うにな り ます。 このビューが役に立つのは、 表示するデータ値の数が少な

く、 対象のデータが 1 日分の場合です。

複数の日のデータを見る場合には、 1 日につき 1 つの円グラフが表示されます。 

[ データテーブルの表示 ]

このオプシ ョ ンを選択する と、 グラフがスプレッ ドシートに変わり ます。 
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グラフのビューオプシ ョ ン
[ 新規フレームで表示 ]

グラフが [ グラフビューア ] ウ ィ ンド ウ内に開きます。 ウ ィ ンド ウのサイズを調整して読みやす

く して ください。 
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用語集
オクテッ ト

8 ビッ ト 。 混乱を避けるため用語 「バイ ト 」 の代わりに用語 「オクテッ ト 」 を使用する場合があ

り ます。 これは、 すべてのコンピュータが 8 ビッ ト長のバイ ト を使用する とは限らないからで

す。 RMON Ethernet Statistics パッケージのレポートには、 LAN セグメン ト上のオクテッ ト数

が示されます。

オーバーサイズのパケッ ト

1518 オクテッ ト よ り も長いが、 それ以外は正しい構成で受信したパケッ トの数。

コ リジ ョ ン

コ リ ジ ョ ンとは、 同じイーサネッ トネッ ト ワーク上の 2 つのデバイスが、 まったく同時にデータ

を送信しよ う と したと きに起こ り ます。

ジャバ

1518 オクテッ ト よ り も長く、 かつ配置エラーが含まれたパケッ ト。 

ドロップイベン ト

ポートでのオーバーラン。 RMON ポートは、 全回線速度で ト ラフ ィ ッ クを受信して処理するこ

とができなかった場合に、 カウンタからいくつかのパケッ ト を切り捨てる必要があ り ます。 ド
ロ ップイベン トの変更は、 RMON のインフラス ト ラ クチャに重負荷がかかるこ とによって生じ

る場合があ り ます。 

パケッ ト

ネッ ト ワーク上で伝送するためにフォーマッ ト されるデータの単位。 データは、 パケッ ト交換

ネッ ト ワーク上で送信するためにパケッ トに分割されます。 パケッ ト数は廃棄率と と もに表示さ

れます。

フラグメン ト

パケッ トの断片。 ネッ ト ワーク上に送信された通信パケッ トは、 一時的にフラグメン トに分割す

るこ とが必要な場合があ り ます。 パケッ トは宛先で再構築されます。

ブロードキャス トパケッ ト

イーサネッ ト上のすべてのホス トに送信されるパケッ ト 。 RMON Ethernet Statistics パッケー

ジのレポートには、 ブロードキャス トパケッ ト と他のタイプのパケッ ト との割合 ( パーセン ト )
が示されます。
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ポート

MIB-II をサポートする任意のネッ ト ワークデバイス上に存在する、 任意のフレーム リ レーイン

タフェース。

マルチキャストパケッ ト

ネッ ト ワーク上の単一の送信者と複数の受信者の間の通信。 RMON Ethernet Statistics パッ

ケージのレポートには、 マルチキャス トパケッ ト と他のタイプのパケッ ト との割合 ( パーセン

ト ) が示されます。
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